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報道関係各位         2026年3月31日 

スカパーＪＳＡＴ株式会社 

「宇宙に関する意識調査2026」 

月の土地（30坪 約99㎡）を買ってみたいと思える上限金額の平均 調査開始以来初の300万円に 

スカパーＪＳＡＴ株式会社の宇宙事業は、放送、航空・海洋通信、携帯バックホール、災害対応など、幅広い分野で衛

星通信サービスを提供しています。加えて、近年は、低軌道地球観測衛星のデータ活用を通じ、防災や安全保障分野で

のソリューション展開にも取り組んでいます。 

また、月を含む深宇宙領域での探査や利用が本格化する中、NASAが推進するアルテミス計画において、有人月周

回ミッション「アルテミスⅡ」を支える地上局として参画し、地球周回軌道から月周辺空間に至る通信・追跡インフラの提

供を通じ、将来の宇宙探査を支えています。 

この度、スカパーＪＳＡＴ株式会社は、4月12日の「世界宇宙飛行の日」に合わせ、全国の男女が宇宙や宇宙に関連す

る様々なテーマに対しどのような意識やイメージを持っているのかを把握するため、全国の15歳～69歳の男女1,000名

を対象に、2026年3月3日（火）～3月5日（木）の3日間で、「宇宙に関する意識」についてインターネット調査を実施いたし

ました。（調査協力会社：ネットエイジア株式会社） 

≪宇宙に関する意識≫ 

「宇宙に関心がある」51%、50代男性では68% 

「いつか宇宙に行ってみたい」10代男性では49% 

「宇宙人はいると思う」70%、昨年調査から5ポイント上昇 

「これまでにUFOを見たことがある」10%、遭遇率は北海道・東北が高い結果に 

UFOを見たのはいつ? 2000年代が最多 

「4月12日が“世界宇宙飛行の日”ということを知っていた」6%、20代では11% 

≪宇宙に関するビジネスへの展望≫ 

「宇宙ビジネスは将来有望だと思う」48%、10代と50代以上では50%超 

将来有望だと思う宇宙ビジネスTOP3 「衛星通信サービス」「位置情報サービス」「宇宙旅行サービス」 

宇宙船に乗って宇宙旅行（1週間）に行ってみたいと思える上限金額の平均、 

月の土地（30坪 約99㎡）を買ってみたいと思える上限金額の平均ともに調査開始以来初の300万円超え 

≪月への移住に関する意識≫ 

「月に一般の人が移住するようになると思う」45%、男女ともに10代では60%以上に 

実際に移住するようになるのはいつからだと思う? 

移住するようになると思う20代では「自分たち世代」が14%と、月への移住を身近に感じている結果に 

≪人工衛星と暮らしの関係≫ 

「人工衛星がなくなると暮らしに影響があることを知っていた」75%、50代男性では92% 

≪宇宙開発・技術に対する意識・期待≫ 

世界情勢が影響? 宇宙技術を活用してほしいと思う分野 「通信」「防衛・安全保障」は3人に1人 

≪宇宙に関する作品・有名人ランキング≫ 

好きな“宇宙がテーマのエンタメ作品”TOP3 「スター・ウォーズ」「宇宙兄弟」「宇宙戦艦ヤマト」 

日本の宇宙開発を加速させるリーダーになってほしい有名人は?  



  

 

 

2 

News Release 
≪Research≫ 

≪宇宙に関する意識≫ 

◆「宇宙に関心がある」51%、50代男性では68% 

◆「地球のように人が暮らせる惑星は他にもあると思う」69% 

 

全国の15歳～69歳の男女1,000名（全回答者）に、宇宙に関する意識について質問しました。 

 

まず、全回答者（1,000名）に、宇宙に関心があるか聞いたところ、関心がある人の割合は50.7%でした。 

男女・世代別にみると、関心がある人の割合は、50代以上の男性（50代67.5%、60代66.3%）で特に高くなりま

した。 

 

 

 

地球のように人が暮らせる惑星は他にもあると思うか聞いたところ、あると思う人の割合は69.1%となりました。 

男女・世代別にみると、男性では20代以降で年代が上がるにつれてあると思う人の割合が上昇する傾向がみら

れました。 
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◆宇宙に関心がある人の割合 ［単一回答形式］

男性 女性

10代 20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代 60代

（n=83） （n=83） （n=84） （n=84） （n=83） （n=83） （n=83） （n=83） （n=84） （n=84） （n=83） （n=83）
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（n=1000）
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◆地球のように人が暮らせる惑星は他にもあると思う人の割合 ［単一回答形式］

男性 女性

10代 20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代 60代

（n=83） （n=83） （n=84） （n=84） （n=83） （n=83） （n=83） （n=83） （n=84） （n=84） （n=83） （n=83）

全体
（n=1000）

調査結果 
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◆宇宙への憧れ 「子どものころに宇宙飛行士に憧れた」15%、50代男性では27% 

◆「人生で一回は宇宙に行ってみたい」3人に1人、10代男性では半数以上 

◆「いつか宇宙に行ってみたい」10代男性では49% 

 

子どものころに宇宙飛行士に憧れたか聞いたところ、憧れた人の割合は15.3%となりました。 

男女・世代別にみると、憧れた人の割合は、男性では全世代で15%以上となり、40代（21.4%）と50代（26.5%）

で特に高くなりました。女性では、30代以上で10%未満にとどまり、最も低くなったのは50代（7.2%）でした。 

 

 

 

人生で一回は宇宙に行ってみたいと思うか聞いたところ、行ってみたいと思う人の割合は34.7%となりました。 

男女・世代別にみると、行ってみたいと思う人の割合は、10代男性（54.2%）が最も高く、半数を超えました。また、

次いで高くなったのは10代女性（48.2%）でした。 
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◆子どものころに宇宙飛行士に憧れた人の割合 ［単一回答形式］

男性 女性

10代 20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代 60代

（n=83） （n=83） （n=84） （n=84） （n=83） （n=83） （n=83） （n=83） （n=84） （n=84） （n=83） （n=83）

全体
（n=1000）
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◆人生で一回は宇宙に行ってみたいと思う人の割合 ［単一回答形式］

男性 女性

10代 20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代 60代

（n=83） （n=83） （n=84） （n=84） （n=83） （n=83） （n=83） （n=83） （n=84） （n=84） （n=83） （n=83）

全体
（n=1000）
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地球の外で暮らしてみたいと思うか聞いたところ、暮らしてみたいと思う人の割合は19.5%となりました。 

男女・世代別にみると、暮らしてみたいと思う人の割合は、男性では年代が下がるにつれて高くなる傾向がみら

れ、20代以下（10代39.8%、20代33.7%）では3割以上でした。また、女性でも若年層で高くなる傾向がみられまし

た。 

 

 

 

いつか宇宙に行ってみたいと思うか聞いたところ、行ってみたいと思う人の割合は32.8%となりました。 

男女・世代別にみると、行ってみたいと思う人の割合は、10代男性（49.4%）が最も高くなり、10代女性（44.6%）

が続きました。 

前回の調査結果（※）と比較すると、行ってみたいと思う人の割合は、10代男性（2025年43.4%→2026年49.4%）

では昨年から6.0ポイント上昇しました。一方、30代女性（2025年29.8%→2026年15.5%）では昨年から14.3ポイ

ント下降する結果となりました。 

※ スカパーＪＳＡＴ株式会社『宇宙に関する意識調査2025』（2025年3月27日発表） 
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◆地球の外で暮らしてみたいと思う人の割合 ［単一回答形式］

男性 女性

10代 20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代 60代

（n=83） （n=83） （n=84） （n=84） （n=83） （n=83） （n=83） （n=83） （n=84） （n=84） （n=83） （n=83）
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（n=1000）
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◆いつか宇宙に行ってみたいと思う人の割合 ［単一回答形式］

男性 女性

10代 20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代 60代
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男性 女性
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◆「地球の周りがごみ（宇宙ごみ）だらけということを知っている」62% 

 

地球の周りを回る軌道にある人工物の破片や廃棄物を“宇宙ごみ”と言います。“宇宙ごみ”は将来的に宇宙開

発に大きく影響するおそれが指摘され、早急な対策が必要とされています。 

 

全回答者（1,000名）に、地球の周りがごみ（宇宙ごみ）だらけということを知っているか聞いたところ、知っている

人の割合は62.1%と、過半数でした。 

男女・世代別にみると、知っている人の割合は、男性では高年層で高い傾向がみられ、50代以上（50代と60代

いずれも74.7%）では4人中3人となりました。他方、20代女性と30代女性では知っている人の割合（20代43.4%、

30代47.6%）は半数未満にとどまりました。 
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◆地球の周りがごみ（宇宙ごみ）だらけということを知っている人の割合 ［単一回答形式］

男性 女性

10代 20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代 60代

（n=83） （n=83） （n=84） （n=84） （n=83） （n=83） （n=83） （n=83） （n=84） （n=84） （n=83） （n=83）
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（n=1000）
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◆「宇宙人はいると思う」70%、昨年調査から5ポイント上昇 

 

宇宙人はいると思うか聞いたところ、いると思う人の割合は70.3%となりました。 

男女・世代別にみると、いると思う人の割合は50代女性（83.1%）が最も高くなりました。また、男性では高年層

で高くなる傾向がみられ、50代以上（50代と60代いずれも80.7%）では8割でした。 

前回の調査結果（※）と比較すると、いると思う人の割合は、昨年から5.2ポイント（2025年65.1%→2026年

70.3%）上昇しました。また、男女ともに、ほとんどの年代で、いると思う人の割合は上昇しました。 

 

※ スカパーＪＳＡＴ株式会社『宇宙に関する意識調査2025』（2025年3月27日発表） 
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◆宇宙人はいると思う人の割合 ［単一回答形式］
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◆「これまでにUFOを見たことがある」10%、遭遇率は北海道・東北が高い結果に 

◆UFOを見たのはいつ? 2000年代が最多 

 

これまでにUFO（未確認飛行物体）を見たことがあるか聞いたところ、見たことがある人の割合は9.5%でした。 

エリア別にみると、UFOを見たことがある人の割合は、北海道・東北（12.1%）、関東（10.3%）、中国・四国

（10.7%）では10%を上回りました。 

 

 
 

これまでにUFOを見たことがある人（95名）に、UFOを見たのはいつ頃か聞いたところ、「2000年代」（31.6%）が

最も高くなり、2000年代以降は「2010年代」が22.1%、「2020年以降」が16.8%と、割合が下降する結果となりまし

た。 
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◆これまでにUFO（未確認飛行物体）を見たことがある人の割合 ［単一回答形式］
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◆UFOを見たのはいつ頃か ［複数回答形式］

対象：これまでにUFOを見たことがある人
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◆「4月12日が“世界宇宙飛行の日”ということを知っていた」6%、20代では11% 

 

1961年4月12日、ソビエト連邦の宇宙飛行士ユーリ・ガガーリンがヴォストーク1号に乗り、人類で初めて大気圏

を出て、地球を一周しました。この人類初の宇宙飛行を記念し、4月12日は“世界宇宙飛行の日”と制定されていま

す。 

 

全回答者（1,000名）に、4月12日が“世界宇宙飛行の日”ということを知っていたか聞いたところ、知っていた人

の割合は5.8%でした。 

世代別にみると、知っていた人の割合は、若年層で高くなる傾向がみられ、20代以下（10代10.2%、20代10.8%）

では1割を上回った一方、30代以上では年代が上がるにつれて割合が下降し、60代では0.6%となりました。 
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◆4月12日が“世界宇宙飛行の日”ということを知っていた人の割合 ［単一回答形式］
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≪宇宙に関するビジネスへの展望≫ 

◆「宇宙ビジネスは将来有望だと思う」48%、10代と50代以上では50%超 

◆将来有望だと思う宇宙ビジネスTOP3 「衛星通信サービス」「位置情報サービス」「宇宙旅行サービス」 

 

宇宙ビジネスは将来有望だと思うか聞いたところ、有望だと思う人の割合は47.6%となりました。 

世代別にみると、10代（54.2%）と50代以上（50代54.8%、60代54.2%）では“有望派”が過半数でした。 

 

 
 

宇宙ビジネスは将来有望だと思う人（476名）に、将来有望だと思う宇宙ビジネスを聞いたところ、1位「衛星通信

サービス」（43.1%）、2位「位置情報サービス」（42.0%）、3位「宇宙旅行サービス」（36.3%）、4位「人工衛星・ロケッ

トの製造」（36.1%）、5位「衛星画像サービス」（32.1%）となりました。 

世代別にみると、10代では「宇宙ホテル」（33.3%）が他の世代と比べて高く、3人に1人となりました。 
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◆宇宙ビジネスは将来有望だと思う人の割合 ［単一回答形式］

世代
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ｎ数

衛星通信
サービス
（携帯電話

など）

位置情報
サービス

宇宙旅行
サービス

人工衛星・
ロケットの
製造

衛星画像
サービス

宇宙環境
保護
サービス
（宇宙ごみの

除去など）

人工衛星・
ロケットの
打ち上げ
サービス

宇宙天気
予報

（宇宙環境の

変動を予測する

サービス）

地上局
（衛星を

管制・運用する

サービス）

宇宙
ホテル

全体 476 43.1 42.0 36.3 36.1 32.1 31.3 30.5 29.2 26.1 23.9

10代 90 35.6 37.8 36.7 32.2 28.9 25.6 32.2 35.6 20.0 33.3

20代 71 38.0 40.8 32.4 36.6 22.5 25.4 26.8 25.4 29.6 23.9

30代 60 45.0 36.7 40.0 31.7 31.7 30.0 31.7 28.3 30.0 21.7

40代 74 39.2 40.5 37.8 36.5 27.0 31.1 33.8 21.6 18.9 20.3

50代 91 48.4 50.5 38.5 39.6 42.9 36.3 29.7 30.8 34.1 26.4

60代 90 51.1 43.3 33.3 38.9 36.7 37.8 28.9 31.1 24.4 16.7

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

世
代
別

◆将来有望だと思う宇宙ビジネス ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示 対象：宇宙ビジネスは将来有望だと思う人
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◆宇宙船に乗って宇宙旅行（1週間）に行ってみたいと思える上限金額の平均、 

月の土地（30坪 約99㎡）を買ってみたいと思える上限金額の平均ともに調査開始以来初の300万円超え 

 

全回答者（1,000名）に、宇宙船に乗って行く宇宙旅行や月での宿泊、月の土地の購入に関して、それらに対す

る意向や、やってみたいと思える金額イメージを聞きました。 

 

宇宙船に乗って宇宙旅行（1週間）に行きたいと思う人の割合（「そう思う」の割合）は44.2%、月での宿泊（1泊）を

したいと思う人の割合は40.8%、月の土地（30坪 約99㎡）を買いたいと思う人の割合は22.8%となりました。 

 

 

 

宇宙船に乗って行く宇宙旅行（1週間）に行きたい人（442名）に、そうしたいと思える旅行金額（上限金額）を聞い

たところ、「50万円未満」（35.5%）や「100万円～200万円未満」（30.1%）に回答が集まったほか、「500万円～

1,000万円未満」（5.9%）や「1,000万円～2,000万円未満」（6.3%）にも回答がみられ、平均は301.5万円でした。 

 

 

  

そう思う

44.2%
そう

思わない

55.8%

◆宇宙船に乗って宇宙旅行（1週間）に

行きたいと思うか

全体【n=1000】

そう思う

40.8%
そう

思わない

59.2%

◆月での宿泊（1泊）をしたいと思うか

全体【n=1000】

そう思う

22.8%

そう

思わない

77.2%

◆月の土地（30坪 約99㎡）を

買いたいと思うか

全体【n=1000】

35.5

10.0

30.1

4.3 4.5 5.9 6.3
3.4

0%

25%

50%

全体【n=442】

◆宇宙船に乗って宇宙旅行（1週間）に行きたいと思える旅行金額（上限金額） ［数値入力形式］

対象：宇宙船に乗って行く宇宙旅行（1週間）に行きたい人

＜平均＞

301.5万円

50万円未満 50万円
～

100万円
未満

100万円
～

200万円
未満

200万円
～

300万円
未満

300万円
～

500万円
未満

500万円
～

1,000万円
未満

1,000万円
～

2,000万円
未満

2,000万円
以上
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月での宿泊（1泊）をしたい人（408名）に、そうしたいと思えるホテル利用料（上限金額）を聞いたところ、「10万円

～20万円未満」（20.8%）や「100万円以上」（24.8%）に回答が多く集まり、平均は69.1万円でした。 

 

 

 

 

月の土地（30坪 約99㎡）を買いたい人（228名）に、そうしたいと思える金額（上限金額）を聞いたところ、「千円

未満」（25.9%）や「500万円以上」（21.5%）に回答が多く集まり、平均は307.7万円でした。 

 

 

  

15.4

9.3

20.8

6.9 6.4

16.4

24.8

0%

25%

50%

全体【n=408】

◆月での宿泊（1泊）をしたいと思えるホテル利用料（上限金額） ［数値入力形式］

対象：月での宿泊（1泊）をしたい人

＜平均＞

69.1万円

5万円未満 5万円～
10万円未満

10万円～
20万円未満

20万円～
30万円未満

30万円～
50万円未満

50万円～
100万円未満

100万円以上

25.9

5.7

0.0 0.9
3.1

6.6

2.6 3.1

7.5

3.1 2.6

14.5

3.1

21.5

0%

25%

50%

全体【n=228】

◆月の土地（30坪 約99㎡）を買いたいと思える金額（上限金額） ［数値入力形式］

対象：月の土地（30坪 約99㎡）を買いたい人

＜平均＞

307.7万円

千円
未満

千円
～

2千円
未満

2千円
～

3千円
未満

3千円
～

5千円
未満

5千円
～

1万円
未満

1万円
～

3万円
未満

3万円
～

5万円
未満

5万円
～

10万円
未満

10万円
～

30万円
未満

30万円
～

50万円
未満

50万円
～

100万円
未満

100万円
～

300万円
未満

300万円
～

500万円
未満

500万円
以上
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ここで、過去の調査結果（※）と比較すると、宇宙船に乗って宇宙旅行（1週間）に行きたいと思える旅行金額の平

均は、2022年233.7万円→2023年209.6万円→2024年229.6万円→2025年264.5万円→2026年301.5万円と、

調査開始以来はじめて300万円を突破しました。 

月での宿泊（1泊）をしたいと思えるホテル利用料の平均は、2022年37.2万円→2023年52.7万円→2024年59.3

万円→2025年63.0万円→2026年69.1万円と調査開始以来の上昇傾向が続きました。 

月の土地（30坪 約99㎡）を買いたいと思える金額の平均は、2022年81.1万円→2023年114.5万円→2024年

179.7万円→2025年217.4万円→2026年307.7万円と、宇宙旅行と同様に、調査開始以来はじめて300万円を超

えました。 

※ スカパーＪＳＡＴ株式会社『宇宙に関する意識調査2022』（2022年3月30日発表） 

 スカパーＪＳＡＴ株式会社『宇宙に関する意識調査2023』（2023年3月30日発表） 

 スカパーＪＳＡＴ株式会社『宇宙に関する意識調査2024』（2024年3月25日発表） 

 スカパーＪＳＡＴ株式会社『宇宙に関する意識調査2025』（2025年3月27日発表） 

 

 

 

  

233.7万円
209.6万円 229.6万円

264.5万円
301.5万円

0万円

100万円

200万円

300万円

400万円

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年

【n=462】 【n=470】 【n=470】 【n=426】 【n=442】

◆宇宙船に乗って宇宙旅行（1週間）に行きたいと思える旅行金額の平均（経年比較） ［数値入力形式］

対象：宇宙船に乗って行く宇宙旅行（1週間）に行きたい人

37.2万円

52.7万円
59.3万円

63.0万円
69.1万円

0万円

40万円

80万円

◆月での宿泊（1泊）をしたいと思えるホテル利用料の平均（経年比較） ［数値入力形式］

対象：月での宿泊（1泊）をしたい人

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年

【n=437】 【n=432】 【n=428】 【n=390】 【n=408】

81.1万円
114.5万円

179.7万円
217.4万円

307.7万円

0万円

100万円

200万円

300万円

400万円

◆月の土地（30坪 約99㎡）を買いたいと思える金額の平均（経年比較） ［数値入力形式］

対象：月の土地（30坪 約99㎡）を買いたい人

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年

【n=213】 【n=239】 【n=254】 【n=238】 【n=228】
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≪月への移住に関する意識≫ 

◆「月に一般の人が移住するようになると思う」45%、男女ともに10代では60%以上に 

◆実際に移住するようになるのはいつからだと思う? 

移住するようになると思う20代では「自分たち世代」が14%と、月への移住を身近に感じている結果に 

 

月への移住について質問しました。 

 

全回答者（1,000名）に、月に一般の人が移住するようになると思うか聞いたところ、そう思う人の割合は45.3%

でした。 

男女・世代別にみると、そう思う人の割合は男女ともに10代（男性62.7%、女性61.4%）が他の世代と比べて高く

なりました。また、20代以上の女性では、そう思う人の割合（20代34.9%、30代35.7%、40代36.9%、50代34.9%、

60代31.3%）は4割未満にとどまりました。 

 

 

月に一般の人が移住するようになると思う人（453名）に、月に一般の人が移住するようになるのは、どの世代か

らだと思うかを聞いたところ、20代以上では「自分の玄孫（やしゃご）世代以降」（20代35.7%、30代43.2%、40代

47.3%、50代39.4%、60代36.1%）に最も回答が集まりました。他方、10代では「自分の玄孫世代以降」（22.3%）

のほか、「自分のひ孫世代」（32.0%）や「自分の孫世代」（25.2%）に回答が分かれました。また、20代では「自分の

玄孫世代以降」（35.7%）が最も高いものの、「自分たち世代」（14.3%）が他の世代と比べて高くなりました。 

  

45.3

62.7

49.4
52.4 51.2 50.6

42.2

61.4

34.9 35.7 36.9 34.9
31.3

0%

25%

50%

75%

◆月に一般の人が移住するようになると思う人の割合 ［単一回答形式］

男性 女性
10代 20代 30代 40代 50代 60代 10代 20代 30代 40代 50代 60代
（n=83） （n=83） （n=84） （n=84） （n=83） （n=83） （n=83） （n=83） （n=84） （n=84） （n=83） （n=83）

全体
（n=1000）

6.8

13.6

25.2

32.0

22.3

14.3 12.9

22.9

14.3

35.7

5.4

12.2

25.7

13.5

43.2

2.7

10.8

18.9 20.3

47.3

0.0

11.3

25.4 23.9

39.4

3.3
6.6

21.3

32.8
36.1

0%

25%

50%

75%

10代【n=103】

20代【n=70】

30代【n=74】

40代【n=74】

50代【n=71】

60代【n=61】

◆月に一般の人が移住するようになるのは、どの世代からだと思うか ［単一回答形式］

対象：月に一般の人が移住するようになると思う人

自分たち世代 自分の子ども世代 自分の孫世代 自分のひ孫世代
自分の玄孫（やしゃご）世代

以降
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◆月に移住する場合、現地に欠かせないと思う施設TOP2 「病院・クリニック」「スーパー・コンビニ」 

10代男性では「学校・図書館・習い事施設」、10代女性では「ショッピングセンター」が高い結果に 

 

また、全回答者（1,000名）に、月に移住する場合、現地に欠かせないと思う施設を聞いたところ、「病院・クリニッ

ク」（56.7%）が最も高くなり、次いで、「スーパー・コンビニ」（35.6%）、「移動手段レンタル施設」（19.9%）、「ショッピ

ングセンター」（18.1%）、「薬局・ドラッグストア」（14.8%）となりました。 

男女・世代別にみると、50代以上の女性では「病院・クリニック」（50代72.3%、60代78.3%）が7割以上でした。

また、10代男性では「学校・図書館・習い事施設」（26.5%）が他の世代と比べて高くなりました。女性では若年層で

「ショッピングセンター」が高くなる傾向がみられ、10代では32.5%でした。 

 

 
  

56.7 

35.6 

19.9 18.1 
14.8 14.1 13.9 

10.3 8.5 8.3 

0%

25%

50%

75%

全体【n=1000】

◆月に移住する場合、現地に欠かせないと思う施設 ［複数回答形式（3つまで）］ ※上位10位までを表示

ｎ数

病院・
クリニック

スーパー・
コンビニ

移動手段
レンタル
施設
（レンタル

ローバーなど）

ショッピング
センター

薬局・
ドラッグ
ストア

学校・
図書館・
習い事
施設

レストラン・
ファスト
フード店

銀行・
郵便局

スポーツ
ジム・

運動施設

入浴施設・
サウナ

全体 1000 56.7 35.6 19.9 18.1 14.8 14.1 13.9 10.3 8.5 8.3

10代男性 83 38.6 31.3 13.3 16.9 7.2 26.5 8.4 10.8 7.2 12.0

20代男性 83 47.0 37.3 18.1 15.7 18.1 15.7 19.3 4.8 12.0 4.8

30代男性 84 50.0 33.3 14.3 17.9 14.3 10.7 15.5 6.0 11.9 3.6

40代男性 84 59.5 33.3 21.4 13.1 10.7 16.7 16.7 10.7 6.0 10.7

50代男性 83 57.8 32.5 19.3 18.1 10.8 12.0 13.3 10.8 16.9 13.3

60代男性 83 62.7 24.1 26.5 21.7 8.4 13.3 14.5 8.4 18.1 12.0

10代女性 83 51.8 42.2 22.9 32.5 18.1 15.7 14.5 14.5 2.4 6.0

20代女性 83 39.8 41.0 16.9 21.7 20.5 10.8 12.0 16.9 4.8 7.2

30代女性 84 63.1 31.0 25.0 20.2 21.4 13.1 17.9 10.7 4.8 4.8

40代女性 84 59.5 36.9 19.0 10.7 14.3 7.1 10.7 7.1 2.4 4.8

50代女性 83 72.3 48.2 24.1 15.7 13.3 16.9 7.2 10.8 6.0 12.0

60代女性 83 78.3 36.1 18.1 13.3 20.5 10.8 16.9 12.0 9.6 8.4

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

男
女
・
世
代
別
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≪人工衛星と暮らしの関係≫ 

◆「人工衛星がなくなると暮らしに影響があることを知っていた」75%、50代男性では92% 

 

人工衛星と暮らしの関係について質問しました。 

 

全回答者（1,000名）に、人工衛星がなくなると暮らしに影響があることを知っていたか聞いたところ、知っていた

人の割合は74.9%でした。 

男女・世代別にみると、知っていた人の割合は、50代男性（91.6%）が最も高く、9割以上でした。 

 

 

 

人工衛星がなくなると暮らしに影響があることを知っていた人（749名）に、人工衛星がなくなると起こる可能性が

あると知っていたものを聞いたところ、「天気予報の正確さが下がる」（66.9%）が最も高くなり、「車のカーナビ・スマ

ホの位置情報が使えなくなる」（62.6%）、「衛星放送が見られなくなる」（59.5%）、「地球環境や気候変動の確認が

難しくなる」（47.5%）、「自然災害が予測できない」（45.4%）が続きました。 
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62.7 65.5 61.9
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全体
（n=1000）

◆人工衛星がなくなると暮らしに影響があることを知っていた人の割合 ［単一回答形式］

66.9
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59.5

47.5 45.4 43.7
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25.9

16.8 15.6
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50%
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天気予報の
正確さが
下がる

車の
カーナビ
・スマホの
位置情報が
使えなくなる

衛星放送が
見られなく
なる

地球環境や
気候変動の
確認が
難しくなる

自然災害が
予測
できない

電話・
インター
ネットが

使えなくなる

飛行機内・
船内で
インター
ネットが

使えなくなる

飛行機や
船の旅が
できなくなる

クレジット
カード・
電子マネー

が
使えなくなる

信号機が
正常に

動かなくなる

◆人工衛星がなくなると起こる可能性があると知っていたもの ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

対象：人工衛星がなくなると暮らしに影響があることを知っていた人
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◆人工衛星がなくなると起こる可能性があることで自身の暮らしへの影響が大きいもの 

1位「電話・インターネットが使えなくなる」2位「天気予報の正確さが下がる」 

20代では「クレジットカード・電子マネーが使えなくなる」が2位 

 

また、全回答者（1,000名）に、人工衛星がなくなると起こる可能性があることのうち、自身の暮らしへの影響が大

きいものを聞いたところ、「電話・インターネットが使えなくなる」（45.6%）が最も高くなり、「天気予報の正確さが下

がる」（38.5%）、「車のカーナビ・スマホの位置情報が使えなくなる」（33.0%）、「クレジットカード・電子マネーが使え

なくなる」（32.5%）、「自然災害が予測できない」（31.6%）が続きました。 

世代別にみると、20代では「クレジットカード・電子マネーが使えなくなる」（30.1%）が2位、「ATMからお金が引き

出せなくなる」（25.9%）が3位となりました。また、50代では「電話・インターネットが使えなくなる」（56.0%）と「天気

予報の正確さが下がる」（51.2%）が半数以上でした。 
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◆人工衛星がなくなると起こる可能性があることのうち、自身の暮らしへの影響が大きいもの ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

ｎ数

電話・
インター
ネットが
使えなく
なる

天気
予報の
正確さが
下がる

車の
カーナビ・
スマホの
位置情報が
使えなく
なる

クレジット
カード・
電子
マネーが
使えなく
なる

自然
災害が
予測
できない

ATMから
お金が
引き出せ
なくなる

信号機が
正常に
動かなく
なる

スーパーの
商品が
少なくなる

地球環境や
気候変動の
確認が
難しくなる

衛星
放送が
見られなく
なる

全体 1000 45.6 38.5 33.0 32.5 31.6 30.9 29.9 27.7 24.8 15.9

10代 166 45.2 34.3 28.3 25.3 29.5 25.3 28.9 25.9 17.5 18.7

20代 166 35.5 25.3 24.7 30.1 22.9 25.9 24.1 25.3 18.1 12.0

30代 168 42.9 38.7 30.4 36.3 28.0 32.7 33.3 33.9 23.2 10.1

40代 168 47.6 35.1 30.4 31.0 26.2 31.0 33.9 31.5 23.2 13.7

50代 166 56.0 51.2 39.2 38.0 41.0 41.0 36.7 29.5 37.3 17.5

60代 166 46.4 46.4 45.2 34.3 42.2 29.5 22.3 19.9 29.5 23.5

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

世
代
別
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≪宇宙開発・技術に対する意識・期待≫ 

◆世界情勢が影響? 宇宙技術を活用してほしいと思う分野 「通信」「防衛・安全保障」は3人に1人 

 

全回答者（1,000名）に、宇宙技術を活用してほしいと思う分野を聞いたところ、「通信」（36.2%）が最も高くなり、

僅差で「防衛・安全保障」（35.4%）が続きました。世界情勢が不安定ななかで、通信技術だけでなく、防衛・安全保

障への宇宙技術の活用を希望する人も多いのではないでしょうか。以降、3位「防災・減災」（28.8%）、4位「インフ

ラ（電力・ガス・水道）」（23.6%）、5位「医療」（20.9%）となりました。 

男女・世代別にみると、50代女性では「防災・減災」（45.8%）が最も高くなりました。また、20代男性では「エンタ

メ」（24.1%）が3位でした。 

 

 

  

36.2 35.4 

28.8 

23.6 
20.9 19.6 

15.3 14.0 13.4 
10.9 

0%

25%

50%

全体【n=1000】

◆宇宙技術を活用してほしいと思う分野はどれか ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

ｎ数

通信 防衛・
安全保障

防災・減災 インフラ
（電力・ガス・

水道）

医療 旅行・観光 農業・
林業・漁業

運輸 製造 エンタメ

全体 1000 36.2 35.4 28.8 23.6 20.9 19.6 15.3 14.0 13.4 10.9
10代男性 83 37.3 38.6 26.5 19.3 14.5 27.7 13.3 20.5 16.9 13.3
20代男性 83 31.3 21.7 18.1 25.3 19.3 15.7 9.6 10.8 19.3 24.1
30代男性 84 25.0 31.0 27.4 27.4 14.3 19.0 11.9 13.1 14.3 9.5
40代男性 84 42.9 33.3 31.0 31.0 26.2 25.0 22.6 11.9 17.9 11.9
50代男性 83 42.2 45.8 30.1 28.9 22.9 24.1 19.3 15.7 18.1 10.8
60代男性 83 47.0 54.2 27.7 25.3 20.5 24.1 24.1 15.7 14.5 1.2
10代女性 83 36.1 32.5 32.5 19.3 20.5 26.5 15.7 13.3 7.2 15.7
20代女性 83 20.5 30.1 16.9 22.9 24.1 15.7 10.8 10.8 14.5 8.4
30代女性 84 33.3 29.8 25.0 22.6 16.7 13.1 9.5 10.7 8.3 9.5
40代女性 84 28.6 26.2 20.2 13.1 19.0 10.7 14.3 11.9 7.1 11.9
50代女性 83 44.6 38.6 45.8 21.7 25.3 13.3 14.5 10.8 14.5 9.6
60代女性 83 45.8 43.4 44.6 26.5 27.7 20.5 18.1 22.9 8.4 4.8

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

男
女
・
世
代
別
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≪宇宙に関する作品・有名人ランキング≫ 

◆好きな“宇宙がテーマのエンタメ作品”TOP3 「スター・ウォーズ」「宇宙兄弟」「宇宙戦艦ヤマト」 

選んだ理由は? 「スター・ウォーズ」では「乗り物やキャラクター、武器や装備などの世界観がカッコ良い」、 

「宇宙兄弟」では「宇宙について結構詳しく知れるし、単純に物語としても面白いから」、 

「宇宙戦艦ヤマト」では「昔の作品なのに現実に起こりそうな地球環境になっているから」など 

 

“宇宙”をテーマに、イメージに合う作品や有名人について質問しました。 

 

全回答者（1,000名）に、好きな“宇宙がテーマのエンタメ作品”を聞いたところ、1位「スター・ウォーズ」（97名）、2

位「宇宙兄弟」（67名）、3位「宇宙戦艦ヤマト」（53名）、4位「E.T.」（45名）、5位「機動戦士ガンダムシリーズ」（36名）

となりました。 

選んだ理由についてみると、1位の『スター・ウォーズ』では「乗り物やキャラクター、武器や装備などの世界観が

カッコ良い」や「映像にリアリティーがあって迫力がある」、2位の『宇宙兄弟』では「宇宙について結構詳しく知れるし、

単純に物語としても面白いから」や「夢があって面白かった」、3位の『宇宙戦艦ヤマト』では「昔の作品なのに現実

に起こりそうな地球環境になっているから」や「ワクワクするから」といった回答が挙げられました。 

 

 
  

全体【n=1000】 名

・乗り物やキャラクター、武器や装備などの世界観がカッコ良い （30代男性）

・映像にリアリティーがあって迫力がある （60代男性）

・宇宙について結構詳しく知れるし、単純に物語としても面白いから （20代男性）

・夢があって面白かった （20代女性）

・昔の作品なのに現実に起こりそうな地球環境になっているから （60代女性）

・ワクワクするから （50代女性）

4位 E.T. 45 ・人間とそれ以外の生物との関わりを考えさせられる （10代男性）

5位 機動戦士ガンダムシリーズ 36 ・宇宙に住んでいるのを見て未来を感じた （50代男性）

6位 銀河鉄道999 19 ・惑星間を旅することがうらやましかった （50代女性）

7位 アルマゲドン 15 ・はじめて見た時とても感動して印象に残った （20代女性）

8位 ドラえもんシリーズ 13 ・宇宙の表現が綺麗で、癒される （10代女性）

9位 2001年宇宙の旅 12 ・映像がキレイ。撮影方法が画期的 （40代男性）

インターステラー 9 ・ストーリーが科学的根拠に基づいている （60代男性）

エイリアン 9 ・程良い怖さとリアルさが好き （30代男性）

チ。-地球の運動について- 9 ・宇宙に対する過去の人の考えを知れるから （10代男性）

理由（抜粋）

67宇宙兄弟

97スター・ウォーズ

3位

2位

1位

10位

53宇宙戦艦ヤマト

◆好きな“宇宙がテーマのエンタメ作品”と選んだ理由 ［自由回答形式］

※上位10位までを表示
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◆日本の宇宙開発を加速させるリーダーになってほしい有名人は? 

 

全回答者（1,000名）に、日本の宇宙開発を加速させるリーダーになってほしい有名人を聞いたところ、1位「高市

早苗」「前澤友作」（いずれも34名）、3位「堀江貴文」（29名）、4位「野口聡一」（16名）、5位「若田光一」（15名）とな

りました。 

選んだ理由についてみると、1位の高市早苗では「リーダーとしての能力が高いと思う」や「行動力があり、信頼

できるから」、同じく1位の前澤友作では「民間ではじめて宇宙へ行き、ビジネス面でも有名だから」や「新しいものを

次々と開発していくイメージがあるから」、3位の堀江貴文では「すでに宇宙関係の仕事をしているから」や「本気で

動いてくれそうだから」といった回答が挙げられました。 

 

 
  

全体【n=1000】 名

・リーダーとしての能力が高いと思う （40代男性）

・行動力があり、信頼できるから （10代男性）

・民間ではじめて宇宙へ行き、ビジネス面でも有名だから （10代女性）

・新しいものを次々と開発していくイメージがあるから （10代男性）

・すでに宇宙関係の仕事をしているから （60代女性）

・本気で動いてくれそうだから （20代男性）

4位 野口聡一 16 ・著名な宇宙飛行士で宇宙生活に関する知識や経験が豊富だから （20代女性）

5位 若田光一 15 ・安全面や課題といった経験者にしかわからない部分を補えそう （30代男性）

6位 毛利衛 12 ・宇宙経験があり、他の人より宇宙に対する想いが強いと思うから （60代男性）

孫正義 10 ・宇宙を利用したビジネスについて、アイディアを出してくれそうだから （40代男性）

大谷翔平 10 ・リーダーシップがある （50代男性）

9位 イーロン・マスク 8 ・ロケットの打ち上げなど実績があるから （50代女性）

ドナルド・トランプ 6 ・とりあえず投資してくれそうだから （20代男性）

小泉進次郎 6 ・行動力がある （60代女性）

3位 堀江貴文 29

10位

7位

理由（抜粋）

1位 高市早苗 34

1位 前澤友作 34

◆日本の宇宙開発を加速させるリーダーになってほしい有名人と選んだ理由 ［自由回答形式］

※上位10位までを表示
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◆宇宙でオリンピックが開催されたら日本の選手団長になってほしいアスリート 

「大谷翔平」がダントツ、2位「吉田沙保里」3位「室伏広治」 

 

最後に、宇宙でオリンピックが開催されたら日本の選手団長になってほしいアスリートを聞いたところ、「大谷翔

平」（112名）がダントツでした。以降、2位「吉田沙保里」（24名）、3位「室伏広治」（13名）、4位「羽生結弦」（12名）、

5位「松岡修造」（11名）となりました。 

選んだ理由をみると、1位の大谷翔平では「地球にはおさまらないスケールのアスリートだから」や「宇宙でもスポ

ーツを盛り上げてくれそうだから」、2位の吉田沙保里では「レジェンドだから」や「リーダーに向いていて大好きだか

ら」、3位の室伏広治では「身体能力が桁違いだから」や「パワフルでエネルギーを感じる」といった回答が挙げられ

ました。 

 

 
  

全体【n=1000】 名

・地球にはおさまらないスケールのアスリートだから （30代男性）

・宇宙でもスポーツを盛り上げてくれそうだから （20代男性）

・レジェンドだから （10代女性）

・リーダーに向いていて大好きだから （50代女性）

・身体能力が桁違いだから （20代男性）

・パワフルでエネルギーを感じる （20代男性）

4位 羽生結弦 12 ・宇宙だとどんな動きをするのか気になる （20代男性）

5位 松岡修造 11 ・パッションで盛り上げてくれそう （60代女性）

6位 坂本花織 7 ・努力家だから （60代女性）

7位 平野歩夢 6 ・精神力がすごい （60代男性）

8位 髙木美帆 5 ・オリンピックでのメダル獲得数が歴代の日本人選手の中でも上位だから （40代男性）

9位 イチロー 4 ・リーダーシップがありそう （30代女性）

阿部一二三 3 ・強いから （20代男性）

三浦知良 3 ・スポーツ界のレジェンドだから （60代男性）

石川祐希 3 ・みんなをまとめるのが上手そうだから （10代女性）

浅田真央 3 ・努力家で老若男女に愛されているから （30代女性）

中井亜美 3 ・バランス感覚が優れていそうだから （10代男性）

内村航平 3 ・重力に逆らえそう （10代女性）

武井壮 3 ・頑張ってくれそう （60代女性）

3位 室伏広治 13

10位

理由（抜粋）

1位 大谷翔平 112

2位 吉田沙保里 24

◆宇宙でオリンピックが開催されたら日本の選手団長になってほしいアスリートと選んだ理由 ［自由回答形式］

※上位10位までを表示

※引退したアスリートを含む
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≪調査タイトル≫ 

宇宙に関する意識調査 2026 

≪調査地域≫ 

全国 

≪調査対象≫ 

ネットエイジアリサーチのモニター会員を母集団とする 15歳から 69歳の男女 

≪調査期間≫ 

2026年 3月 3日（火）～3月 5日（木）の 3日間 

≪調査方法≫ 

インターネット調査 

≪有効回答数≫ 

1,000サンプル 

（内訳） 

男性 500サンプル/女性 500サンプル（各世代で概ね均等になるように抽出） 
 

≪実施機関≫ 

ネットエイジア株式会社 （調査協力 ネットエイジア株式会社） 

 

 

本ニュースリリースの内容の転載にあたりましては、 

「スカパーＪＳＡＴ調べ」と付記のうえ 

ご使用くださいますよう、お願い申し上げます。 

 
 

組 織 名：スカパーＪＳＡＴ株式会社 

代表者名：代表取締役 執行役員社長 米倉 英一 

設 立：1994年 11月 10日 

所 在 地：東京都港区赤坂 1-8-1 赤坂インターシティ AIR 

事業内容：宇宙事業、メディア事業 

HP：https://www.skyperfectjsat.space/ 

■  報道関係の皆様へ  ■ 

■  調査概要  ■ 

■  スカパーＪＳＡＴ株式会社 概要  ■ 


